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１１月１３日は「地場産給食の日」でした。
大崎市産の「ささ結」のご飯や、田尻産の
大豆・生椎茸・ねぎなど地元の美味しい食
材を使った、ふるさとを感じる給食でし
た。お味はいかかでしたか？

click here !!
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外国の行事が楽しいイベントとして定着する中、日本で古くから受け継がれてきた伝統行

事や行事食に触れる機会が少なくなっています。年末年始は、ご家庭で行事食や郷土料理を

味わい、“ふるさとの味”や“わが家の味”を伝える機会にしてみてはいかがでしょうか。

１年で最も昼が短く、夜が長く

なる日。ゆず湯に入って身を清

め、かぼちゃや小豆を食べて邪

気をはらい、無病息災を祈る風

習があります。

大晦日
おおみそか

12/31

１年の締めくくりとなる日。今年の苦労を断ち切り、

新年への願いを込めて、年越しそばや「年取り魚」を

食べる風習があります。年取り魚といえば、関東では

「サケ」、関西では「ブリ」が有名ですが、宮城県

では、ナメタガレイが年取り魚として愛されて

います。

しょうがつ

冬至
と う じ
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一つひとつの食材に、

新年への願いが込めら

れています。「福を重ね

る」「めでたさを重ね

る」と縁起を担ぎ、重箱

に詰めるのも特徴です。

地域の食材を使った、もち

入りの汁物。主に西日本で

は丸もち、東日本では角も

ちが用いられます。あん入

りのもちを入れる所、もち

を入れない所もあります。

１年の始まりとなる日。「歳神様」をお迎えするため、門松、しめ飾り、

鏡もちなどを飾り、おせち料理やお雑煮を食べて、新年のお祝いをします。


